
Kumamoto Education Week2026は、こどもから大
人まで、幅広い人々が集まり、これからの教育について考
え・語り合い・その思いを国内外に発信する教育の祭典
です。参加費は全て無料！
お好みのプログラムをみつけて、お楽しみください。

来年1月請求分から、水道料金・下水道使用料をクレジットカードで継続的に支払いできるようになります。
利用には事前申し込み（Webサイトのみ）が必要です。

あなたの“サポート”で誰もが暮らしやすいまちへ
本市には4万人以上の障がいのある方々が暮らしています。
障がいのある人が暮らしやすいまちは「みんなが暮らしやすい

まち」です。誰もが自分らしく、いきいきと暮らせるまちづくりの
ために、あなたの力が必要です。

障がい者サポーター募集中！
障がいの特性や必要な配慮を理解し、障がいのあ

る人が困っている時に、必要な手助けを実践する
「障がい者サポーター」を募集しています。どなたで
も「サポーター研修会」を受講することで、サポー
ターになることができます。
研修会の開催は、市政だよりや市ホームページで
お知らせします。また、10人以上のグループへの出
前講座も行っています。詳しくは、障がい福祉課へ。

おとなりマルシェ（障がい者施設商品販売会）を開催します！
2店舗以上でお買い物いただいた方を対象に、ガラポン抽選会を

開催します。
日時 12月5日（金）午前10時～午後4時　　場所 びぷれす広場

ヘルプマークを知っていますか？
◆ヘルプマークとは？
内部障がいや発達障がい、難病の方などが、『外見か
らは分からない障がいや病気がある』と周囲の方に
知らせるマークです。このマークを持っている方は、
配慮や支援を必要としています。本市では、ヘルプ
カードとヘルプマークストラップを無料配布してい
ます。
詳しくは、市ホームページまたは障がい福祉課へ。

◆ヘルプカードを持っている方が困っていたら…
・�電車やバス内では、席をゆずるなど思いやりのある行動をお
願いします。

・�支援が必要な様子の時には、「どうしましたか」「お手伝いしま
しょうか」などと声をかけ、できる範囲での配慮や支援をお願
いします。

・�緊急時は、ヘルプカードの内側に書かれている緊急連絡先や
病名などを確認し、周囲の人と協力しながら必要な支援をお
願いします。

「心のバリアフリー」について考えよう
「心のバリアフリー」とは、さまざまな心身の特性や考え方を持つ
全ての人々が、相互に理解を深めようとコミュニケーションをと
り、支え合うことです。全ての人々が安心して生活することのでき
る共生社会を実現するためには、人々の心に存在するバリアを取り
除くことが必要不可欠です。
本市では、心のバリアフリー推進事業として、「障がいの社会モデ
ル」を直感的に学べる体験イベント「バリアフルレストラン」を開催
しています。令和7年度は11月13日（木）・14日（金）に、熊本市立必
由館高等学校で開催しました。イベントの様子をホーム
ページで紹介していますので、参加者の声を通して「心
のバリアフリー」について一緒に考えてみませんか。　
� （体験の様子はこちら）⇒

「バリアフルレストラン」とは…
天井が低い、椅子がないなど立って歩く人にとっては過ごし

にくいレストランのこと。そこでの接客を受けることで、「障が
い」は個人の心身機能に起因するものではなく、社会や環境に
よって作り出されているということに気づき、体験者それぞれ
の「当たり前」を見直すきっかけを提供するプログラムです。

【プログラム例】
・科学実験や台湾文化を知るイベント
・高校生による防災に関するワークショップ
・�高校生が授業で取り組んだ成果発
表会

・�市街地で「L
ら ぼ っ と

OVOT」との触れ合い
＆スタンプラリー

主な登壇予定者（10月現在）

12日（月・祝）

関 百合子さん（大阪府堺市教育長）
坪田 知広さん（前 名古屋市教育長）
前田 康裕さん（熊本大学院教育学研究科 特任教授）
牧野 篤さん（大正大学 教授）
レウォンさん（株式会社polarewon CEO）
大畑 信幸さん（NPO法人おむすび）

17日（土）

鈴木 寛さん（東京大学 教授）
杉山 正和さん（東京大学先端科学技術研究センター 所長）
山崎 俊彦さん（東京大学大学院情報理工学系研究科 教授）
門川 良平さん（すなばコーポレーション代表）
西川 正さん（特定非営利活動法人ハンズオン埼玉 常務理事）

18日（日） 武藤 久慶さん（文部科学省 初等中等教育局 教育課程課長）

Kumamoto Education Week 2026（KEW2026）

12月3日～9日は障害者週間　できることを ちょっとずつ

水道料金・下水道使用料の
クレジットカード継続払いが始まります

期間 来年1月12日（月・祝）～18日（日）　　 場所 市民会館、熊本市教育センター、鶴屋百貨店、
中央公民館、蔦屋書店熊本三年坂 ほか

� （地域教育推進課　☎096-328-2276）

� （上下水道局 お客さまセンター　☎096-381-1118）

� （障がい福祉課　☎096-361-2519）

� （健康福祉政策課　☎096-328-2340）

障がい者サポーター
制度シンボルマーク

ヘルプマーク

支払いが可能な
料金の種類

申し込みに
必要なもの

申し込み
方法

・水道料金
・下水道使用料

・水せん番号CD
・クレジットカード
・メールアドレス

12月1日（月）午前11時から
上下水道局ホームページ
より申し込み

詳しくは、
ホーム
ページへ ➡

【研修会について】
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